














の明治30年 l 月 3 日の日記に記されていた言葉， rphilosophie: Deutsch, 
Griechisch, Englisch. Religion : Buddhaismus (Christuslehre). Sprache : 













シ一生悟入ジ得ザノレモ致シプJナシ.与位ノ鈍物ナレパ(也ノヰi: ヲナシテモ I~j ジヰ\:
ナレパナリ.霊運和尚モ -tt-年終ニ悟リ得ズト宝山君卜話シキ.J 3) 日記のいたる





り j の一旬はしばしば引用されているし， rストーカ lレ氏のポー jレ伝をかりて
帰る.ポーノレの伝をよむに其猛烈!の気象誠に感歎すべし. 1115教の今日あるは実
にかの如き人物ありしが為なり.J (明治34年 4 月 25 日) r しきりにアウグスチ



























































乙の断章を述べる ì1ÎHc ， rパンセ』と H子ばれるキリスト教弁iìlU;1命においてパ
スカノレは人 I-M']の現尖の状態が悲惨にみちていることを示している.空間におい
ては「いわば宇宙の一隅に迷いこんだように，誰が I~J 分をそこに itlし、たのか，
I~I 分が何をしにそこに米たのか失11 らない.J (fr. 693) 1，J-'l-h\]においては， I この l止
の生の11与問はー|腕にすぎずJ (fr. 195) その短い一生の期間が「その前と後に
つづく永遠のうちに没し去っている.J (fr. 205) 空間においてさ迷い， 11剖iij に
おいて空しく，惨めな人間は「些細なことに悩まされる.J (fr. 136) 真理と善




じるのは，恐しいことである.J (fr. 210) 
人聞を不可解なものにしており， r人間はそもそもし、かなる怪物であろうかJ
(fr. 434) I何という奇妙，何という怪異，何という津沌， f可という矛盾にみち
たもの，何という驚異である乙とか! J (fr. 434) とパスカノレに叫ばせているの
は，人間が自己の悲惨をJdl りうる思惟をもっ，唯一の特権的存在だからであろ








して而も理想を含み， Jl1i惣 [Y~にして iTíi も現実を離れぬといふのが意識の特'14:で
ある.真実に云へば，意識は決して他より支配される者ではない，常に他を支


















実在は I~I 発白展的であって，所謂内容と作用とは iiiiiす乙とのできない両方面で











面をよlたすに過ぎないのである.J Clii]， p.290) と述べて，パスカルの「考える葦J
の1m章が「実に道担より山で来るのである. J と云って， 1-此立場に於て客観界
は全然自我の所作となり，之と共に相対的自我は泊!容されて客観界の中に没入





I~I 然を起i凶して自己白身の創造に)1)<: る対象界を有っと与へることができる.J 
Clr'ÎJ， p.507) と述べ，さらに， I道徳法とは，かくの女1I く自分で|よl 分の環境を生
み，自分自身を特殊化して行く霊的生命の種属である.此l肢に道徳法は一面に







なく，之によって仙↑~l: 1',',) ~L~ 命を lÞ'i成すべく与へられるのである. J CliÎJ,pp. 507-
508) 
悲惨な状態にある人IUJ を， I )~I トる J ことによ J て{!半大にするハ'スカルのJJJ|12
も単なる思弁にとどまらないで， 道徳， f命J:IIl と結びついている. r;j 刈 L:j)れは
よく考えるようつとめよう.そ乙 l乙道徳:の根源がある.J (fr. 347) このように
パスカノレの忠惟が「意識の白 l主IJ r 自覚作用J I道徳的意志j において共!惑をも
って|回出|寺土によって)lJ し、られているのである.
西田哲学の中ではしばしばノマスカノレのサンチマン sentiment に言及されて
いる.ノマスカノレのサンチマンは人ilij を ?~II る r*，戯jilllの fr!ft~1 esprit de finesseJ 
300 
であり，また沖を失uる「心情 cぽurJ である.パスカノレにおいて「繊細のキ青神J













は，よく澄んだ 11民をもたなければならない.J (fr. 1) 乙のような[幾何学的精
神」とは理性であり，これにようて自然を十分に探究することができるだろう
が， í宇宙の栄光にして，字Wjの府J (fr. 434) である，偉大と悲惨が奇妙に混
合した人間を十分知ることはできない.人|iji を知るにはその[原理がきわめて
微妙で数多いJ í繊細の精神J をもたなければならない. 出I'liLによって科学1'1':1
真理を長1.1 り得るが， 宗教I~Iサ員四は知り得ない. íわれわれが真理を知るのは，
ただI~H'1生によってのみでなく，また心情によってである.乙の後者によって，
われわれは第一以旦ilを矢11 る.J (fr. 282) 門11]を感じるのは， 心情であ守J て， 四!
性ではない.信仰とはそのようなものである.四!性lこではなく，心情lこ JS じら
~〆しる判1.J (fr. 278) このようにノぐスカ lレのサンチマンは「繊細の精子lþJ として
人間を知り，あるいは， í心情」として判1を感じるのである.
さて，パスカ jレのサンチマンはI盟国間土の著作の中でどのようにヲ 1m されて






ILl-l学でなければならない，外1'1'-)人間 homo exterior の学ではなくして内1'1/;)人



















men t in térieur の意義を有つに至ったと云ひ得るであらう.対-象的限定その
ものの背後に直にパスカルがサンチマンによって自己自身の底に見た自己矛店






















知識はそ乙から始まると考へたいと思ふ.J (f!lJ, p.172) と述べて， さらに進
んで， I私はデカ lレ卜のコギトをデカ jレト自身の考・へたプjrrl] よりはパスカノレの
サンチマンの方向に考へるととによって，真の自覚の意義を明にし得ると思ふ，
そしてそこに真に知識の基礎があると考へるのである.J (同， p.177) と記さ
れており，パスカルの sentiment への共感が顕著に見られるのである.そし







情操でもない.それは無限の活動でなければならない.J (第七巻， pp.426, 427) 
303 
パスカ jレは sentiment によって人間が悲惨と偉大の混合した奇妙な存在で
あるととを知|り，またその底にいやし難い悪，罪を認め，乙れを ljil発点にして
















ない.J (第七巻， p.138) 高坂正顕博士は『西田幾多郎先生の追憶』の「絶対矛

























の思jt!が深い宗教体験に支えられて l，、ることに jji 円せざるをえない.既にその
日記を通して見た如く西間同士は， í只管打坐j の禅の修i互に励んでいるし，







1) r西田幾多郎全集~ (以下『全集』と記す.) (岩波書店)，昭和 40-41年，第十七
巻， p.3. 
2) 高坂正顕著， r西田幾多郎先生の生;m と思想、J (弘文堂書房)，昭和22年， p.29. 
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5) 向上， p.52. 
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(M.37. 関西学院大学助教授)
